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は じ め に 

 

 

 私たちは、科学技術の進展などにより、物質的に豊かで、利便性の高い快適な生活

を送ることができるようになりました。しかし、その一方で、地球環境に大きな負荷

をかけており、気候変動、海洋プラスチックごみ汚染、生物多様性の損失など様々な

問題を生じさせています。 

 これらの問題に対応し、将来の世代が安心して暮らすことのできる環境を維持する

ためには、県民一人一人が環境問題を自らの課題として捉え、ライフスタイルや社会

経済システムを環境に配慮したものに転換することが不可欠です。 

 本県は、緑あふれる山々や美しい海岸線に加え、温暖な気候、豊かな水資源、多様

な動植物など素晴らしい自然環境に恵まれており、これらを損なうことなく将来の世

代へと引き継いでいくことは、今を生きる私たちの責務であります。 

 この「第四次宮崎県環境基本計画」では、令和３年度から 10 年間にわたる本県の

環境行政の基本計画として、「ひと・自然・地域がともに輝く 持続可能なみやざき」

という目標を掲げ、経済成長と環境保全が両立した持続可能な社会の実現に向けた取

組を示しています。 

 また、国の脱炭素化に向けた動きに対応するため、本県の温室効果ガス削減目標を

より高い目標に見直すなど、令和５年３月に本計画を一部改定したところであり、今

後、2050年ゼロカーボンの実現に向けた更なる取組を加速させてまいります。 

 引き続き、県民、事業者、団体、行政等の各主体と連携しながら、環境・経済・社

会が調和し、それぞれが向上する持続可能な社会づくりに取り組んでまいりますので、

皆様方の一層の御理解と御協力をお願い申し上げます。 

結びに、本計画の策定に当たり、熱心に御検討をいただきました宮崎県環境審議会

の委員の皆様をはじめ、貴重な御意見をいただきました県民の皆様に心から感謝申し

上げます。 

 

 

  令和５年３月 

                        宮崎県知事 河 野 俊 嗣 
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